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       第 ５ 期 科 学 技 術 基 本 計 画 

      主な関係箇所抜粋 

 

（大学改革関係） 

第４章 科学技術イノベーションの基盤的な力の強化 

（１）人材力の強化 

① 知的プロフェッショナルとしての人材の育成・確保と活躍促進 

ⅰ）若手研究者の育成・活躍促進 
   また、国は、若手研究者が研究能力を高め、その能力と意欲を最大限発揮できるため

の研究費支援等の取組を推進する。特に、優れた若手研究者に対しては、安定したポス

トに就きながら独立した自由な研究環境の下で活躍できるようにするための制度を創

設し、若手支援の強化を図る。 

 さらに、大学院教育改革を強力に進めるため、国は、世界最高水準の教育力と研究力

を備え、文理融合分野など異分野の一体的教育や我が国が強い分野の最先端の教育を

推進する大学院形成のための制度を創設し、推進を図る。 

 

（３）資金改革の強化 

③ 国立大学改革と研究資金改革との一体的推進 

 国は、自らの強み、特色を最大限生かしつつ自己改革に積極的に取り組む国立大学を

重点支援し、グローバルな視点から大学間競争を活性化する。具体的には、大学の機能

強化の方向性に応じた運営費交付金の新たな配分・評価方式について、国立大学の第３

期中期目標期間から実行する。各大学においては、自らの強み・特色を最大限に生かし、

自ら改善・発展する仕組みを構築することが求められる。具体的には、教育研究組織の

大胆な再編や新陳代謝、学長のリーダーシップやマネジメント力の強化、人事給与シス

テムの改革、経営人材の育成・確保等が求められる。さらに、経営力強化に向けた財務

基盤の強化のための方策を講ずることが重要であり、国内外の企業との共同研究等の

拡大に向けた、大学による企業との対話の努力及び協力の枠組みの構築等が求められ

る。国は、このような取組状況等を評価し、運営費交付金の配分等に適切に反映する。

（中略） 

 

 特に国際的な厳しい競争環境に対応し得る一定の条件を満たしている国立大学につ

いて、組織基盤や財源の多様化の取組を制度面も含めて格段に強化するため、国は、国

立大学法人制度の特例を設け、こうした国立大学に対する支援・評価を行うことを検討

し、必要な措置を講ずる。 

 

 

※アンダーライン 
指定国立大学法人関係 
卓越大学院（仮称）関係 
卓越研究員関係 
国立大学運営費交付金関係 
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第７章 科学技術イノベーションの推進機能の強化 

（１）大学改革と機能強化 

   また、国は、国立大学の運営費交付金の評価及び配分手法を活用することも含め、大

学に対して、このような取組を積極的に推進するためのインセンティブを付与すると

ともに、国立大学を含む大学が、計画的かつ効率的な財政運営を行えるよう制度の見直

しの検討を行い、必要な措置を講ずる。特に、国際的な厳しい競争環境に対応し得る一

定の条件を満たしている国立大学については、組織基盤や財源の多様化の取組を制度

面も含めて格段に強化するため、国立大学法人制度の特例を設け、こうした国立大学に

対する支援・評価を行うことを検討し、必要な措置を講ずる。 

さらに、国は、大学における教育や人事システム等の改革を先導するため、文理融合

分野など異分野の一体的教育や我が国が強い分野の最先端の教育を推進する大学院形

成のための制度や、優れた若手研究者が安定したポストに就きながら独立した自由な

研究環境の下で活躍できるようにするための制度を創設し、それらの推進を図る。 
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第 ５ 期 科 学 技 術 基 本 計 画 

主な関係箇所抜粋 

 

（産学官連携関係） 

第１章 基本的考え方 

（２）科学技術基本計画の 20年間の実績と課題 

   また、産学連携はいまだ本格段階には至っていない。産学連携活動は小規模なものが

多く、組織やセクターを越えた人材の流動性も低いままである。 

 

第４章 科学技術イノベーションの基盤的な力の強化 

（３）資金改革の強化 

③ 国立大学改革と研究資金改革との一体的推進 

   さらに、経営力強化に向けた財務基盤の強化のための方策を講ずることが重要であ

り、国内外の企業との共同研究等の拡大に向けた、大学による企業との対話の努力及び

協力の枠組みの構築等が求められる。国は、このような取組状況等を評価し、運営費交

付金の配分等に適切に反映する。 

 

第５章 イノベーション創出に向けた人材、知、資金の好循環システムの構築 

（１）オープンイノベーションを推進する仕組みの強化 

大学及び国立研究開発法人における企業からの共同研究の受入金額が同期間中に５

割増加となることを目指す。 

 

第７章 科学技術イノベーションの推進機能の強化 

（１）大学改革と機能強化 

   科学技術イノベーションの創出に極めて重要な役割を担う大学を巡っては、経営・人

事システムの改革、安定性ある若手ポストの確保、国際頭脳循環への参画、産学官連携

の本格化、財源の多様化の推進など、様々な課題が存在している。こうした課題に適切

に対応し、大学内の人材、知、資金をより効果的・効率的に機能させていく必要がある。 

 このため、大学は、教育や研究を通じて社会に貢献するとの認識の下、抜本的な大学

改革を推進していくことが求められる。具体的には、大学改革の要である学長のリーダ

ーシップに基づくマネジメントを確立し、教職員が一体となった大学運営を可能にす

る改革を進めつつ、組織全体における適切な資源配分（ポートフォリオ・マネジメント）

を通じた経営力の強化、インスティテューショナル・リサーチ（ＩＲ）及び企画調査分

析体制の強化、教育研究組織の大胆な再編や新陳代謝、人材の適材適所の配置を促進す

るための人事給与システムの改革、大学・大学院教育の抜本的改革、リスクマネジメン

トの強化など産学官連携活動のための体制整備、財務状況も含めた積極的な情報公開、

財源の多様化、各大学のミッションに応じた学長選考の実施と学長人材の育成・確保な

どを進める必要がある。 


